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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第60期

当第２四半期
連結累計期間

第60期
当第２四半期
連結会計期間

第59期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 135,336 66,671 282,817

経常利益 (百万円) 1,258 418 3,702

四半期(当期)純利益 (百万円) 633 100 1,309

純資産額 (百万円) ― 36,657 36,505

総資産額 (百万円) ― 126,738 134,844

１株当たり純資産額 (円) ― 917.48 914.12

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 15.95 2.52 32.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 28.8 26.9

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △1,724 ― △4,739

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △5,205 ― 4,719

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △346 ― △2,537

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 6,684 13,961

従業員数 (人) ― 2,191 2,219

 (注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．従業員数は、就業人員数を表示しております。

５．連結子会社でありました㈱バイタルヘルスケアは、平成20年４月１日付で㈱リードヘルスケア（存続会社）

及び㈱ほくやくヘルスケアと合併し、持分比率が減少したことにより連結の範囲から除外しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社に異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(人) 2,191〔798〕

 (注)１．従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、嘱託契約の従業員を含む。）であ

り、臨時従業員数は〔　〕内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

２．臨時従業員には、パートタイマーの人員数を記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(人) 1,464〔416〕

 (注)１．従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者及び嘱託契約の従業員を

含む。）であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。

２．臨時従業員には、パートタイマーの人員数を記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

　医薬品関連事業 60,537

　　医療用医薬品 53,976

　　一般用医薬品 1,653

　　その他 4,907

　その他事業 26

合計 60,563

(注) １．金額は、仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

　医薬品関連事業 66,497

　　医療用医薬品 59,090

　　一般用医薬品 1,906

　　その他 5,500

　その他事業 174

合計 66,671

(注) １．金額は、販売価格によっております。

２．主な相手先別の販売実績の総販売実績に対する割合が10％以上に該当するものはありません。　

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1)業績の状況

当第２四半期連結会計期間における日本経済は、昨年夏以降の米国のサブプライムローン問題等に端

を発した世界的な金融市場の混乱に加え、原油及び原材料の価格高騰による諸物価上昇等により、景気の

減速感が強まり、先行きについても不透明な状況で推移しました。

　当社グループを取り巻く環境におきましても、景気の減速感の強まりとともに、後期高齢者医療制度な

どの医療費抑制策によって、患者の受診抑制が顕著となりました。

　そのような状況の中、当連結会計年度は中期経営計画Challenge－Ｖの２期目であり、創業60周年という

節目を迎えるにあたり、「中期経営計画Challenge－Ⅴの第２期計画を実践する」「流通改善により環境

変化対応力を強化し継続的増益体質を確立する」「マーケティングの強化による市場シェアアップを実

現する」「ステークホルダーとの関係を強化する」を主要課題として掲げ取り組んでおります。

　

事業の種類別のセグメントの業績は次のとおりであります。

①医薬品関連事業

医療用医薬品については、平成20年４月に平均5.2％の薬価の引き下げを含む診療報酬改定が実施さ

れ、また前述の患者の受診抑制の影響を受けながらも、生活習慣病関連薬剤の拡大などにより市場規模

はわずかながら前年を上回る水準で推移しております。

　そのような状況の中、当社におきましては、当社独自ツールである『Ⅴ―ＳＴＥＰ』（薬局向けの契

約販売システム）の展開による実需に基づく適正数量、適正価格での販売を推進しました。加えて、受

発注のＩＴ化を推進する『ＰＯＷＥＲＳ』（病院・診療所・薬局向け在庫管理システム）採用医療機

関の増加により商品取引コストを抑えました。さらに、前年からスタートした『Ｍｅｒｏｎ』（薬局か

らお客様へ健康情報を提供するポータルサイト）の展開により患者集客力を支援しました。この結果、

医療用医薬品の売上高は59,090百万円となりました。

　また、医薬品卸売業界の主要課題である「流通改善」への取り組みの結果、例年より早い時期の妥結

で当第２四半期連結会計期間を終えております。一方、メーカーの価格政策の変更による影響及び一部

の大病院やチェーン調剤におけるシェア争いの激化によって、売上総利益率は前年同期に比べて低下

しました。

　一般用医薬品については、回復に向かった前年から一転し、市場はマイナス伸長となりました。そのよ

うな中、当社は市場動向に注視し、医薬品販売制度の改正も見据えた得意先業態別のきめ細かい営業活

動を行いました。しかしながら、上位集中化が進む量販企業の出店攻勢や薬店の廃業による影響、また、

当社の連結子会社であった㈱バイタルヘルスケアが平成20年４月１日をもって他社と合併し、当社グ

ループから外れた影響により、一般用医薬品の売上高は1,906百万円となりました。
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試薬・医療機器（医療材料を含む）については、前第２四半期連結会計期間において売上計上され

た大口物件の納入が当期間には無かったため、売上高は5,500百万円となりましたが、特定健康診査・

特定保健指導の開始による需要増加、及びレセプトオンライン化やＤＰＣ導入病院の増加などによる

ニーズの変化に対し、試薬・医療機器担当の営業人員の専門性強化を目的とした新しい営業体制へ移

行し、営業強化を図りました。

　なお、医薬品関連事業全体の売上高は66,497百万円となり、医薬品関連事業全体の売上高が連結売上

高に占める割合は99.7％となっております。

　

②その他事業

介護事業については、通所介護事業の利用者が増加し、平成20年５月から秋田市、平成20年６月から

仙台市にて開始した新たな通所介護事業も順調に推移しております。

　介護事業以外では、保険手数料収入及び駐車場収入等もほぼ前年同期の売上高を確保しました。その

結果、その他事業の売上高は174百万円となりました。

　なお、その他事業の売上高が連結売上高に占める割合は0.3％となっております。

　

以上の結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、連結売上高66,671百万円、連結営業利益153百万円、

連結経常利益418百万円、連結四半期純利益100百万円となりました。

　

(2)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第１四半期連

結会計期間末に比べて1,645百万円減少して6,684百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の減少は1,239百万円となりました。これは

主として税金等調整前四半期純利益215百万円の計上、非資金項目である減価償却費256百万円の計上、

売上債権の減少額1,492百万円、資料提供収入の受取額160百万円があったものの、未収入金の増加額

520百万円、仕入債務の減少額2,984百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は153百万円となりました。これは主

として定期預金の純減少額208百万円があったものの、有形固定資産の取得による支出221百万円、無形

固定資産の取得による支出106百万円、投資有価証券証券の取得による支出56百万円によるものであり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は252百万円となりました。これは主

として短期借入金の純減少額147百万円及び社債の償還による支出100百万円によるものであります。
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(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

中期経営計画Challeage―Ⅴの２期目となる当連結会計年度は、創業60周年を迎えるにあたり、以下の

とおり４つの主要課題を掲げ取り組んでおります。

①中期経営計画Challenge－Ⅴの第２期計画の実践

Challenge－Ⅴのメインテーマである「業界トップクラスの収益性」実現に向けて、第２期の行動計

画をグループ一丸となって着実に実行します。

②流通改善による環境変化に対応した継続的増益体質の確立

四半期報告書制度の導入に伴い、月次の経営成績を重視し、情報を速やかに収集・分析して環境変化

に的確に対応します。そして、連結子会社の月次決算という視点により安定した収益管理が実現し、グ

ループとしての収益力を強化します。

③マーケティングの強化による市場シェアアップの実現

処方元とのつながり、『Ⅴ―ＳＴＥＰ』『ＰＯＷＥＲＳ』『Ｍｅｒｏｎ』をはじめとする当社独自

ツールの戦略的活用、経営資源の効果的な運用等、当社の持つ企業力を総合的かつ有機的に発揮するこ

とにより、市場シェアの上昇を実現します。

④各ステークホルダーとの関係強化

得意先、メーカー、従業員、株主など各ステークホルダーとの絆をより強固なものにする関係づくり

を進めます。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が対処すべき課題

について、重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4)研究開発活動

該当事項はありません。

　

(5)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

医薬品卸売業界においては、ここ数年、複数の顧客による共同購入の拡大や、仕入機能の首都圏への集

中などが見られます。このような顧客の広域化や多様性、ならびに競合会社の大型化などの環境変化に対

応すべく、当社は平成17年11月にわが国の有力卸８社と共同して「㈱葦の会」を設立し、機能強化や営業

基盤の強化をはかり、顧客満足度の向上に努めております。

　また、平成19年９月に厚生労働省医政局長の私的懇談会である「医療用医薬品の流通改善に関する懇談

会」が発した「緊急提言」を当社は厳粛に受け止め、流通改善に向けてメーカーとの取引是正や顧客と

の早期妥結に取り組みながら、一方、『Ⅴ―ＳＴＥＰ』の展開による実需に基づく適正数量、適正価格で

の販売を推進しております。
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(6)資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの資金状況は、仕入債務の支払額が売上債権の回収額を大きく上回ったことを主因とし

て第１四半期連結会計期間末に比べ1,645百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同

等物残高は6,684百万円となりました。また、現金及び現金同等物以外に、流動資産に含まれる預入期間が

３ヶ月を超える定期預金8,433百万円及び固定資産に含まれる預入期間が１年を超える定期預金250百万

円があります。

　キャッシュ・フローの状況につきましては、「第一部　企業情報　第２　事業の状況　３　財政状態及び経

営成績の分析　(2)キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりです。

　なお、当第２四半期連結会計期間における運転資金及び設備投資等の必要資金については自己資金で

賄っております。同様に今後の当連結会計期間の必要資金についても自己資金で賄う方針であります。

　

(7)経営者の問題認識と今後の方針について

厚生労働省が目指している「医療ネットワーク」に呼応する形で、当社でもグループ企業と連携して

医療に関わる情報・流通・サービスのネットワークを構築し、その高度化を図る中期経営計画Challenge

－Ⅴを昨年よりスタートしています。来期中には地域医療と共に歩み成長する「ヘルスケア・ネット

ワーク・グループ」を形成し、地域社会にとってなくてはならない企業を目指してまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった設備計画は、次のよ

うに変更いたしました。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等

の計画はありません。　

　

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定額(百万円)

資金調達方法
着手
年月

完了予定
年月

完成後の
増加能力

総額 既支払額

提出
会社

八戸支店
(青森県八
戸市)

医薬品関
連事業

土地購入
及び社屋
新築

484 44 自己資金
平成20年
10月

平成21年
３月

（注）３

(注) １．当初の計画では、従来使用していた土地に新社屋を建替する予定でありましたが、新社屋の設計見直しにより

倉庫を拡充することとなったため、従来の土地での建替が不可能となり新たな土地を44百万円で取得し、移転

新築することに変更いたしました。

なお、当初の計画に比べ、倉庫を拡充することとなったための建設費用77百万円及び土地の取得費用44百万

円、合計で121百万円投資予定額が増加しております。また、着手及び完了予定日が３ヶ月遅れました。

２．上記金額には消費税等は含まれておりません。

３．老朽化対応によるものであり、能力の増減はありません。なお、新築後に残る旧八戸支店事務所の帳簿価額37

百万円については、前連結会計年度に固定資産除却損として特別損失に計上しております。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 41,841,53741,841,537
東京証券取引所
（市場第一部）

―

計 41,841,53741,841,537― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年９月30日 ― 41,841 ― 3,992 ― 3,131
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

鈴木　彦治 宮城県仙台市青葉区 2,810 6.72

有限会社鈴彦 宮城県仙台市青葉区錦町２丁目４番60号 2,182 5.22

鈴木　淳 新潟県新潟市中央区 1,253 3.00

鈴木　賢 宮城県仙台市青葉区 1,163 2.78

村井　研一郎 岩手県盛岡市 1,132 2.71

鈴木　定子 新潟県新潟市中央区 1,081 2.58

武田薬品工業株式会社 大阪府大阪市中央区道修町４丁目１番１号 1,013 2.42

バイタルネット従業員持株会
宮城県仙台市青葉区大手町１番１号
㈱バイタルネット内

923 2.21

有限会社クエコ 岩手県盛岡市住吉町４番４号 897 2.14

有限会社さのや 山形県山形市相生町３番15号 896 2.14

計 ― 13,353 31.91

(注)　当社は自己株式を2,105千株保有しておりますが、上記の大株主の状況からは除いております。なお、発行済株式総

数に対する所有株式数の割合は5.03％となっております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 　2,105,600

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　39,703,000 397,030 ―

単元未満株式 普通株式　　　32,937 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 41,841,537― ―

総株主の議決権 ― 397,030 ―

(注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株（議決権12個）含まれてお

ります。

２．「単元未満株式」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が55株、当社保有の自己株式が92株含まれ

ております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
㈱バイタルネット

宮城県仙台市青葉区
大手町１番１号

2,105,600― 2,105,6005.03

計 ― 2,105,600― 2,105,6005.03

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 ８月 　９月

最高(円) 724 746 729 730 745 727

最低(円) 627 668 651 642 666 660

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,118 18,358

受取手形及び売掛金 62,626 65,183

たな卸資産 ※１
 12,012

※１
 13,004

未収入金 5,916 5,732

その他 ※２
 851

※２
 846

貸倒引当金 △154 △141

流動資産合計 96,369 102,984

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※３
 8,278

※３
 8,558

土地 11,043 11,116

その他（純額） ※３
 480

※３
 380

有形固定資産合計 19,802 20,055

無形固定資産 ※４
 855

※４
 918

投資その他の資産

その他 10,759 11,934

貸倒引当金 △1,049 △1,048

投資その他の資産合計 9,710 10,885

固定資産合計 30,368 31,859

資産合計 126,738 134,844
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 84,707 91,792

短期借入金 1,026 1,023

未払法人税等 471 810

引当金 752 732

その他 1,133 1,935

流動負債合計 88,090 96,295

固定負債

退職給付引当金 1,318 1,327

その他の引当金 345 348

その他 ※５
 325

※５
 367

固定負債合計 1,990 2,043

負債合計 90,080 98,338

純資産の部

株主資本

資本金 3,992 3,992

資本剰余金 3,128 3,128

利益剰余金 30,898 30,502

自己株式 △1,586 △1,586

株主資本合計 36,432 36,037

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 24 286

評価・換算差額等合計 24 286

少数株主持分 201 181

純資産合計 36,657 36,505

負債純資産合計 126,738 134,844
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 20年４月１日
　至 20年９月30日)

売上高 135,336

売上原価 123,716

売上総利益 11,620

返品調整引当金戻入額 90

返品調整引当金繰入額 86

差引売上総利益 11,623

販売費及び一般管理費 ※１
 10,920

営業利益 703

営業外収益

受取利息 53

受取配当金 74

不動産賃貸収入 44

受取事務手数料 329

その他 64

営業外収益合計 566

営業外費用

支払利息 7

その他 4

営業外費用合計 11

経常利益 1,258

特別利益

固定資産売却益 27

投資有価証券売却益 302

企業結合における交換利益 121

その他 64

特別利益合計 515

特別損失

固定資産売却損 30

固定資産除却損 27

減損損失 42

投資有価証券評価損 528

その他 6

特別損失合計 635

税金等調整前四半期純利益 1,138

法人税等 485

少数株主利益 19

四半期純利益 633

EDINET提出書類

株式会社バイタルネット(E02754)

四半期報告書

16/30



【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 66,671

売上原価 61,000

売上総利益 5,671

返品調整引当金戻入額 86

返品調整引当金繰入額 86

差引売上総利益 5,671

販売費及び一般管理費 ※１
 5,517

営業利益 153

営業外収益

受取利息 30

受取配当金 24

不動産賃貸収入 22

受取事務手数料 167

その他 25

営業外収益合計 270

営業外費用

支払利息 3

その他 1

営業外費用合計 5

経常利益 418

特別利益

固定資産売却益 21

投資有価証券売却益 302

その他 53

特別利益合計 377

特別損失

固定資産売却損 4

固定資産除却損 2

減損損失 42

投資有価証券評価損 527

その他 2

特別損失合計 579

税金等調整前四半期純利益 215

法人税等 106

少数株主利益 9

四半期純利益 100
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,138

減価償却費 491

減損損失 42

賞与引当金の増減額（△は減少） 42

受取利息及び受取配当金 △127

受取事務手数料 △329

支払利息 7

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 226

有形固定資産除売却損益（△は益） 30

売上債権の増減額（△は増加） △222

たな卸資産の増減額（△は増加） 246

未収入金の増減額（△は増加） 456

仕入債務の増減額（△は減少） △2,742

その他 △644

小計 △1,384

利息及び配当金の受取額 127

受取事務手数料の受取額 325

利息の支払額 △7

法人税等の支払額 △783

その他の支出 △2

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,724

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △4,036

有価証券の取得による支出 △100

有価証券の売却による収入 200

有形固定資産の取得による支出 △554

有形固定資産の売却による収入 126

無形固定資産の取得による支出 △106

投資有価証券の取得による支出 △449

投資有価証券の売却による収入 32

貸付金の回収による収入 112

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の交換によ
る支出

△495

その他 65

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,205
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（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3

長期借入金の返済による支出 △10

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △238

社債の償還による支出 △100

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △346

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,276

現金及び現金同等物の期首残高 13,961

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 6,684
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

１．連結の範囲に関す

る事項の変更

(１)連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間において、㈱バイタルヘ

ルスケアは㈱リードヘルスケア（存続会社）及び

㈱ほくやくヘルスケアと合併し、持分比率が減少し

たことにより、連結の範囲から除外しております。

(２)変更後の連結子会社の数

12社

２．会計処理基準に関

する事項の変更

(１)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

たな卸資産については、従来、主として移動平均

法による原価法によっておりましたが、第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)が

適用されたことに伴い、主として移動平均法による

原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法)により算定しておりま

す。

この結果、従来の方法と比較して、当第２四半期

連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純利益は、それぞれ25百万円減少しており

ます。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に

記載しております。

(２)リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理によっておりましたが、「リース取引に関する会

計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17

日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日

改正））及び「リース取引に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６

年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員

会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１

日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財

務諸表から適用することができることになったこ

とに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会

計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理

によっております。また、所有権移転外ファイナン

ス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方

法については、リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法を採用しております。
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当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き

続き採用しております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の四半期連

結財務諸表に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

税金費用の計算 当第２四半期連結会計期間を含む当連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して

おります。

　

【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

(追加情報)

有形固定資産の耐用年数の変更

　当社及び連結子会社の機械装置については、法人税法

の改正により法定耐用年数の区分が見直され法定耐用

年数が変更になったことを契機として資産の利用状況

等を見直した結果、第１四半期連結会計期間より耐用年

数の変更を行っております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える

影響は軽微であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　たな卸資産の内訳は以下のとおりであります。

商品 11,990百万円

製品 3

原材料 11

仕掛品 2

未成業務支出金 2

貯蔵品 1

計 12,012

※２　　　　　　　――――――――

※１　たな卸資産の内訳は以下のとおりであります。

商品 12,983百万円

製品 3

原材料 11

仕掛品 2

未成業務支出金 1

貯蔵品 1

計 13,004

※２　流動資産のその他には有価証券100百万円が含まれ

ております。

※３　有形固定資産の減価償却累計額は、16,771百万円で

あります。

※４　無形固定資産にはのれん278百万円が含まれており
ます。

※３　有形固定資産の減価償却累計額は、16,747百万円で

あります。

※４　無形固定資産にはのれん316百万円が含まれており
ます。

※５　固定負債のその他には長期借入金27百万円及び負

ののれん31百万円が含まれております。

※５　固定負債のその他には長期借入金37百万円及び負

ののれん35百万円が含まれております。

　６　保証債務

　連結会社以外の会社及び連結子会社の社員の金

融機関からの借入に対し、債務保証を行っており

ます。

　６　保証債務

　連結会社以外の会社及び連結子会社の社員の金

融機関からの借入に対し、債務保証を行っており

ます。

㈱井上誠昌堂従業員
6百万円

(金融機関借入金)

㈱宮城登米広域介護サービス
0

(金融機関借入金)

計 7

㈱井上誠昌堂従業員
11百万円

(金融機関借入金)

㈱宮城登米広域介護サービス
2

(金融機関借入金)

計 13
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(四半期連結損益計算書関係)

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

荷造費・運賃配送費 1,360百万円

給料・賞与・手当 4,471

賞与引当金繰入額 608

役員退職慰労引当金繰入 3

退職給付費用 509

　

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

荷造費・運賃配送費 660百万円

給料・賞与・手当 2,363

賞与引当金繰入額 189

役員退職慰労引当金繰入 1

退職給付費用 255

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間

末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係

(平成20年９月30日現在)

現金及び預金勘定 15,118百万円

預入期間が３か月を超える定

期預金

 △8,433　

　　　　　 

現金及び現金同等物 6,684
 

　

EDINET提出書類

株式会社バイタルネット(E02754)

四半期報告書

23/30



(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４

月１日　至　平成20年９月30日)

　

１　発行済株式の種類及び総数

普通株式　　41,841千株

　

２　自己株式の種類及び株式数

普通株式　　 2,105千株

　

３　新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

(決議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 238百万円 6.00円平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

　

(2)　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連

結会計期間末後となるもの

(決議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月５日
取締役会

普通株式 238百万円 6.00円平成20年９月30日 平成20年12月10日 利益剰余金

EDINET提出書類

株式会社バイタルネット(E02754)

四半期報告書

24/30



(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

医薬品関連事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 66,497 174 66,671 ― 66,671

営業利益又は営業損失(△) 157 △19 137 15 153

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

医薬品関連事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 134,987 348 135,336 ― 135,336

営業利益又は営業損失(△) 713 △52 661 42 703

(注) １.　事業区分は商品等の販売及び役務提供の種類別に区分しております。

２． 各事業の主な内容

(１)医薬品関連事業…医療用医薬品、一般用医薬品、試薬・医療機器の販売

(２)その他事業…介護サービスの提供、損害保険代理業

３． 会計処理の方法の変更

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、たな卸資産について

は、従来、主として移動平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産

の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)が適用されたことに伴い、主として移動

平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)により算定してお

ります。

　この結果、従来の方法と比較して、当第２四半期連結累計期間の営業利益は医薬品関連事業で25百万円減少

しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。
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(有価証券関係)

その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、か

つ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

取得原価
(百万円)

四半期連結貸借対照表計上額
(百万円)

差額
(百万円)

①株式 2,392 3,124 731

②債券

　　国債・地方債等 ― ― ―

　　社債 ― ― ―

　　その他 550 467 △82

③その他 1,421 1,115 △305

計 4,365 4,708 343

(注)　その他有価証券で時価のある株式について504百万円減損処理を行っております。

なお、減損処理にあたっては、その他有価証券のうち時価のある株式について、個別銘柄毎に当第２四半期連結会

計期間末の市場価格と取得原価とを比較し、下落率が50％以上の銘柄については全て減損処理を行い、過去２年

間にわたり下落率が30％以上50％未満の範囲で推移した銘柄、または、下落率が30％以上50％未満で株式の発行

会社が債務超過の状態である銘柄については、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損処理を

行っております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 917円48銭 １株当たり純資産額 914円12銭

(注)１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 36,657 36,505

純資産の部の合計額から控除する金額
（百万円）

201 181

（うち少数株主持分） (201) (181)

普通株式に係る四半期連結会計期間末（連結
会計年度末）の純資産額（百万円）

36,456 36,324

１株当たりの純資産額の算定に用いられた四
半期連結会計期間末（連結会計年度末）の普
通株式の数（千株）

39,735 39,736

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 15円95銭 １株当たり四半期純利益金額 2円52銭

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日　
　至　平成20年９月30日)

四半期純利益(百万円) 633 100

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 633 100

普通株式の期中平均株式数(千株) 39,736 39,736
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(リース取引関係)

　
当第２四半期連結累計期間 
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

　　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度前の所

有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き

採用しており、かつ、当該取引残高について、企業再編

等により前連結会計年度の末日に比して著しく減少し

たリース取引に係る前連結会計年度末における未経過

リース料残高相当額は以下のとおりであります。

 
１　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるも
の以外のファイナンス・リース取引

(借主側)

・未経過リース料前連結会計年度末残高相当額

１年以内 44百万円

１年超 32

　　合計 77

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

(配当)

第60期(自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日)中間配当については、平成20年11月５日開催

の取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録されている株主若しくは

登録株式質権者に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 238百万円

　　②　１株当たりの金額　　　                          ６円00銭

    ③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成20年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月６日

株式会社バイタルネット

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　橋　　本　　俊　　光　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　髙　　原　　　　　透　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社バイタルネットの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成

20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社バイタルネット及び連結子会社の平

成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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